
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

附属機関等の名称 栃木県地域福祉支援計画推進委員会 

会議の公開について 公開・非公開（非公開の理由）                

 

（概  要）                                  

１ 日 時  令和２(2020)年10月９日（金） 15時15分～17時10分 

２ 場 所  栃木県公館 大会議室 

３ 出席者  委員15名（欠席委員１名） 

４ 議 事 

（１）「栃木県地域福祉支援計画（第４期）」骨子（案）について 

   事務局から、計画の骨子（案）（主に取組の方向性等）について、説明を行った。 

 

【委員からの主な意見】 

・ 災害時における要援護者の個別計画は、計画づくりを手間暇かけて地域でやる

こと自体と、そのプロセス自体にすごく意味がある。計画を丁寧に作るよう県が

働きかけていく意味があり、そのための研修や何らかのノウハウを提供したり、

事例を参考に示していただくというのは大事。 

・ 認知症の人を地域で支える上で、認知症への理解など、広く啓発していくこと

が大事。 

・ 認知症の方がいても「地域がどんなことでも受け入れる、受け入れられる」と

いう地域づくりをしていくのが、いま私たちの地域で求められることではないか。 

・ コロナだけに限らず、親が大怪我などで親自身が入院したときの障害児の生活

の問題があるので、「なにかあっても大丈夫なんだ」という仕組みが必要。 

・ 「地域共生社会」の解説については、読む人に誤解を与えないような書き方に

工夫した方が良い。 

・ 障害者や高齢者等のための福祉避難所を、形式的なものではなく、実効性のあ

る、実際に役に立つような形で指定をしましょうということをぜひ書き込んでい

ただきたい。 

・ 民生委員の引き受け手がいない。民生委員という人を、民生委員以外の人にも

っと広く知ってもらうことが必要。 

 

問合わせ先 

栃木県保健福祉部保健福祉課地域保健福祉担当 

（栃木県地域福祉支援計画推進委員会事務局） 

電 話０２８－６２３－３１０３ ＦＡＸ０２８－６２３－３１３１ 

 


